
2011～2012年度 No.1

　第 　 ２ 　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

× 大石地区ガバナー × 阿久津第１副地区ガバナー × 鈴木第２副地区ガバナー

○  L　　　　近藤　委員長 ○  L　　　佐原 副委員長 ×  L   矢田部 副委員長

○  L      赤尾 副委員長 ○  L　　　荻野　副委員長 ○  L　 原田　　副委員長

×  L　　　　 木下    委員 ○  L　　　峰村　     委員 ○  L　　神長  （ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）

○  L　　　　   壮     委員 ×  L　　 木村　　　　委員 ×  L　　佐藤     　  委員

×  L　　　　  藤村   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L　　神長  （ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） ○ 担当　Ｌ　清水　副幹事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　荻野　Ｌ　

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

作　成　者

ＩＴ

 L　近藤　正彦

出　席　者

キャビネット報告（担当副幹事清水Ｌ）　10月16日薬乱アクティビティについて

協議・審議　　別紙議題による

日程：委員会は第三金曜日とする。（年内9月16日、10月21日、11月18日、12月16日）

次回開催確認　9月16日金曜　15時45分～　３３０Ａ：事務局

委　員　会　報　告

委員長挨拶

前回議事録確認　ＨＰに掲載済み

　２０１１年　 ８月　 １日　月曜日　　　　１４　時　  ００分　～　　１６時　 ０７分

ルノアール小滝橋店　会議室

　出席オブザーバー

次回開催日時
　　　　　　場所

　　　330A　事務局　会議室（大）

委員会の年間日程調整：第三金曜日15時４５分～事務局を基本とする。

セミナー開催予定：eMMRとＩＴセミナーの担当について。

地区ＨＰの更新分担について。

委員会諮問事項の周知・検討：9項目＋10月16日について協議。

その他：国際理事委員会　来訪。山浦国際理事ＨＰの訪問者増加策の検討がなされた。

閉会

　２０１１年　９月　１６　日　　金曜日　　　１５　時　４５分　～　１７時　３０分

協議･審議経過事項の概要

メンバー紹介（担当副幹事　清水Ｌ）

　Ｌ　赤尾　嘉晃

次　　　第

議　　　題
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年内９、１０、１１、12月は確定、１、２、３、4月は、場所未定。５、６月は確定。

・東日本支援活動の記録保存：神永Ｌ、前年度と今年度のアクティビティは分けて掲載する。

　今年度は、クラブＨＰや題名でヒットす量にリンクをはる。窓口：緊急対策支援委員会。

No.2

①8月9日15時～ＡＰ野西新宿、会長会で開催。佐原、荘、神長、峰村　各Ｌ

①同10日14時、16時事務局、ＲＣＰ、ＺＣＰ会で開催。佐原、荘、原田、荻野、矢田部、赤尾　各Ｌ

・4月末時点で25クラブのマンスリーレポートが未提出。セミナーを生かして対応。

②については、内容クラブＨＰを持つ、３３０ＡＨＰと複合的な運営を目指すセミナーの

　開催を考えている。次回委員会で再協議となった。

委員会の年間日程調整：第三金曜日15時４５分～事務局を基本とすることが決定。

･震災関連：神長Ｌ

セミナー開催予定：　①eMMR　と　②ＩＴセミナーの担当について

議　　　題

・発信文章の充実を早急に対応していく：佐原Ｌ

　10月16日に合わせて委員会、クラブの力を集約する。

　女性参画家族、国際理事、薬物乱用各委員会との連携強化が必要。

・クラブ情報の取材･収集：国際プログラムのアワード対象を逃さぬよう情報発信の強化。

委員会諮問事項の周知・検討：9項目＋10月16日について協議

　お願いする方向となった。

・地区におけるＩＴ化促進に向けた施策：①クラブからの質問は事務局が対応。②ＺＣＰへの

審議経過事項の概要

・10月16日への強力

地区ＨＰの更新分担について

・ライオン指導者と話し合い、、、

・クラブ情報のツリー全般（アクティビティﾚﾎﾟｰﾄ）：荻野Ｌ

　周知徹底のためＺＣＰ会議に参加してサバンナ操作のレベルを向上していく。

・準地区、複合地区、他地区の情報共有化の促進

　藤村Ｌが複合に、荘Ｌがライオン日本誌に出向。ジョイント役として情報のフィードバックを

以上。

　３３０Ａの行事についてミィーティングを行い年間計画策定に向けて準備を行う。

　事前告知情報配信、当日記録、事後の３３０Ａ全体への運動の波及効果を配信していく。

　当日の参加者目線のﾚﾎﾟｰﾄは、赤尾Ｌが担当。

・ＰＲ情報委員会と連携を、、、、

　　グーグルＧで　（梶原Ｌー柴田Ｌ）⇔（近藤Ｌ、佐原Ｌ）リンクされていて、迅速な

・各委員会への取材分担：次回委員会で協議。

　　情報交換ができる状態。


